






　⽟川野⽑町公園拡張基本計画の策定に向けて、どんな公園にし
たら良いか意⾒やアイデアを出し合い、公園の将来イメージをつ
くるワークショップを⾏いました。
ワークショップは全3回の予定で、今年度は第1回と第2回を実

施しました。第3回は令和2年2⽉29⽇（⼟）に実施予定でしたが、
新型コロナウイルスの影響により延期となりました。

　第1回ワークショップでは、まず、事業の⽬的や⽅針、拡
張区域及びその周辺の環境などの前提条件について理
解を深めました。
　グループワークでは、「公園の良いところ、気になるとこ
ろ、⼤切にしたいこと」について意⾒を出し合いました。次
に「どんな公園になって欲しいか」について話し合い、公
園づくりの⽅向性について共有しました。

　第2回ワークショップでは、まず第1回でまとめた公園
づくりの⽅向性について確認しました。
　グループワークでは、具体的にどんな公園になって欲
しいか、公園での活動や取り組み、公園の設えについて
意⾒を出し合いました。次に、⽩図を⽤いて、出し合った
意⾒についてどこでどんなことができるか、空間イメー
ジについて考えました。

　公園での活動イメージは、「⾃然や広いオープンスペースを活⽤した活動」「主
体的に公園づくりを⾏うための仕組みづくり」について、意⾒があげられました。
空間イメージは、既開園区域はスポーツや⼦ども遊具を主体とした「動」的な公
園空間であると対称に、拡張区域はみどりや⾃然、オープンスペースをいかした
「静」的な公園空間であることを共有しました。
　また、⽟川野⽑町公園とその周辺の⼀体性や連続性についての意⾒があげら
れました。

　基本計画（⾻⼦）の３つ（みどり、歴史⽂化、安全安⼼）の視点に加え、「主
体的に公園づくりにかかわること、公園を通じて地域とのつながりをもつこ
と」、「既存の資源の活⽤や区⺠や事業者の関わりによりここにしかない魅
⼒をつくること」、「つくりこみすぎず、住⺠参加活動を通じて少しずつ公園
づくりが⾏える余⽩があること」の新たな3つの視点が公園づくりの⽅向性
としてまとまりました。
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　これまでのワークショップ
の意⾒やアンケート調査等の
意⾒を踏まえ、公園計画のイ
メージや住⺠参加の活動イメ
ージを検討する予定です。
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